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非接触ダイバータの形成及び安定維持機構

の解明には、ダイバータプラズマでの輻射分布

計測が重要である。本研究では、イメージング

ボロメータ（InfraRed imaging Video Bolometer, 
IRVB）の高感度化を、薄膜検出器の材料に着目

して行った。 
IRVBはLHDやJT-60U, KSTARなどに設置さ

れてきた。これらの装置では、コアプラズマか

らの高エネルギーの輻射も計測対象としてい

る。高エネルギーの輻射を吸収するには薄膜検

出器を厚くすれば良いが、薄膜の温度上昇（感

度）が抑えられてしまう。そこで原子番号の大

きなTa, W, Pt, Auを比較し、厚さ2.5 µmのPtが検

出器材料として用いられてきた[1]。一方で直線

型装置での非接触ダイバータ模擬実験等でダ

イバータプラズマに特化した計測を行うには、

低エネルギーの輻射のみを対象とした検出器

の検討が必要である。検出器を薄くすれば高感

度化が可能であるものの、薄膜検出器には10 cm
四方程度の大きさが必要であるため、Pt薄膜を

これ以上薄くすると機械的強度の面で問題が

ある。そこで本研究では、原子番号の小さな元

素を含め、薄膜検出器の材料の検討を行った。 
図1に各種金属における光子エネルギーと減

衰距離との関係を示す[2]。1000 eVまでの輻射

を対象とした場合、Ptでは0.1 µmまで検出器を

薄くする必要があるのに対し、Tiでは1 µmの厚

さが確保できることが分かる。各種金属を検出

器として用いた際の温度上昇を、サンプルによ

る実験評価とANSYSを用いた熱伝導計算とで

比較した結果を図2に示す。ここで、各薄膜の厚

さは1000 eVまでの輻射に感度を持ち、市販の最

も薄い厚さとした。検出器サンプルは実際の検

出器と同様に両面を炭素コートし、光源として

5 mWのHe-Neレーザーを真空中で照射した。

ANSYSでも同様の形状の検出器にガウシアン

ビーム状の熱流束を与えたモデルを用いた。そ

の結果、厚さ1 µmのTiを用いることで、従来の

厚さ2.5 µmのPtと比較して2倍を超える感度を

実現できることが分かった。 
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図 1 各種金属における光子エネルギーと減衰

距離との関係 [2] 

 
図 2 各種金属における薄膜検出器の温度上昇 


